





























































































































































































もう一つは、コストの問題です。放送大学では、45 分の番組 15 回を作るには 300 万円～




































































































































































通常、ひとつのプログラム制作にかかる費用は 2,000 ドルです。プログラムは 45 分の 15
回分ですから、放送大学さんに比べても相当安いですが、質はかなり良いと思います。なお、
当校の e ラーニングコンテンツは、オープン教育リソースとして、全員に公開しています。
コンテンツは 9 つあったかと思います。一例を挙げると、「Quick Korean」は、外国人が
韓国語を学ぶのにとてもよい入門コンテンツです。こうしたコンテンツを、すべての国に提
供することが可能です。これは国際的な協力、あるいはグローバリゼーションのよい機会に
なると思っています。ありがとうございました。 
 
青木久美子： 
どうぞ。 
 
マイク・ケッペル： 
評価について、ひとつだけ申し上げたかったのは、従来の制度を一掃するような、「破壊的
革新(disruptive innovations)」、についてです。ちょうど数日前にこのことに関わっていま
した。その一例として、学生が生成するコンテンツが、今後の私たちの評価方法をガラリと
変容させるものになっていくと思います。と申しますのも、私たちは学生を頼りにするよう
になり、学生が、ある分野に関する理解を明確に伝えるための様々な様式の評価形式を生成
できるようになるからです。言葉によるものかもしれませんし、 視覚的により優れたもの
になるか、 あるいはその他の方法でより優れたものになるかもしれません。将来的に非常
に興味深いですね。さらなる進化を目の当たりにすることになると思います。 
 
もう一点、破壊的革新が起こると考えられるのは、フィードバックの提供方法です。既に、
世界各地で、ポッドキャストを使って、口頭で学生にフィードバックを戻す方法を採用して
います。そうすると、学生は、これまでとは異なる方法で、遠隔教育大学への所属感が得ら
れます。こうした方法は、ある分野では普及していますが、今後さらに広まっていくものと
思います。評価として、つまり学生が自分の行なっていることを明確に表現する方法として、
非常にリッチなメディアを活用するようになった時、当校の IT システムやインフラでどの
ようにそうした破壊的革新に対処していくかはまた別の問題です。以上です。 
 
青木久美子： 
ありがとうございました。そろそろ終わりに近づいて来ました。最後になりますが、例えば
50 年ほど前の高等教育の現場では、教師は教室に行って教壇に立ち、授業を行い、試験問
題を作ればそれでよかった、という感じでした。ひとりの教授がすべて管理していたのです。
しかし状況は変化しつつあります。ひとつには、雇用者側からのプレッシャーですね。卒業
生に備わっている特性への疑問が高まるにつれ、学生が高等教育で学んだことを、実際の行
動で示すようプレッシャーが高まっています。学生は、雇用者に、自分の能力を示さなけれ
ばなりません。また、インターネット上には、OER（open educational resources）など実
に豊富なコンテンツがあるために、学生は、教室まで行かなくても学習することが可能にな
りました。これが、もうひとつの要因、つまり、マイクが指摘したような、Web2.0 やソー
シャルメディアなど、学生によるテクノロジーの使用というポイントです。学生は、実際に
 メディアを使って自身のコンテンツを生成しています。私たちは、それについて、また学生
の学習について、何らかの形で評価する必要があります。 
 
少なくとも、これら 3 つの要因は、私たちに、高等教育における学生評価方法を見直すよ
う強く働きかけるプレッシャーとなっているのです。決して単純なものではなく、 非常に
複雑です。コストやリソース配分などの点で、様々な要素があります。こうした現実的要因
を、検討しなければなりません。私たちが現在直面している課題というのは、大学という場
における高等教育で学生の学習を適切に評価するためには、これらすべての要因を、検討し
なければならないということなのです。 
 
では、ここでパネルディスカッションを締めさせていただきます。 
 
